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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済対策や日本銀行の金融緩和策により企業業績や

雇用情勢に改善が見られ、また円安により大手輸出企業には回復基調が見られたものの、消費税引き上げによる駆

け込み需要の反動に加え、急激な円安による輸入原材料の上昇により消費・投資マインドの低下が懸念されるな

ど、先行き不透明な状況で推移致しました。

当社グループを取り巻く環境は、文教市場の少子化問題、中小製造業市場の低迷等、依然として厳しい状況が続い

ております。

 

このような環境下、当社グループは、強みである最先端機器と長年積み重ねてきた技術力とノウハウを武器に、

他社との差異化を追求し、お客様に高い付加価値を提供することを基本方針とし、中期経営計画に基づき、防災・

映像・通信分野のソリューション育成・拡大、緊急時対応システムの拡販、システムソリューション事業の付加価

値増大による競争力の強化、電子部品及び機器事業の専門性強化とビジネス領域拡大等の戦略により、経営資源を

集中した事業運営に努めております。

 

この結果、当第３四半期連結累計期間におきましては、連結売上高は47億１千７百万円（前年同期間比12.4%

減）となりました。損益面では、営業損失は２億７千６百万円（前年同期間は41万円の営業利益）、経常損失は２

億６千６百万円（前年同期間は４百万円の経常利益）、四半期純損失は２億７千万円（前年同期間は４百万円の四

半期純損失）となりました。

 

セグメントの業績は以下のとおりであります。

システムソリューションにおきましては、官公庁向け取引が減少したため、売上高は18億５千万円（前年同期間

比10.6%減）、営業損失は１億４千２百万円（前年同期間は４千万円の営業損失）となりました。

ネットワークソリューションにおきましては、前年度好調に推移した地方自治体向け取引において、大型案件が

減少したこと、また、一部防災情報サービスが国から直接提供されることになったため、売上高は５億４千３百万

円（前年同期間比42.7%減）、営業損失は２億２千１百万円（前年同期間は６千４百万円の営業損失）となりまし

た。

電子部品及び機器におきましては、中国・香港市場における電子部品販売の減少により、売上高は23億２千４百

万円（前年同期間比1.9%減）となり、営業利益は８千７百万円（前年同期間比17.4%減）となりました。

 

なお、セグメント間取引については、相殺消去しております。

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産の合計は60億１千３百万円（前連結会計年度末比８億９千９百万円減

少）となりました。これは主に流動資産では、商品及び製品が１億９千万円、有価証券が１億１百万円、その他の

資産が１億１千７百万円増加しましたが、現金及び預金が７億２千７百万円、受取手形及び売掛金が７億１百万円

減少したことで10億１千９百万円の減少となったこと、固定資産では投資有価証券１億１千８百万円の増加により

１億２千万円の増加となったことによります。

負債の合計は19億９百万円（前連結会計年度末比６億５千６百万円減少）となりました。これは主に支払手形及

び買掛金が５億８千９百万円、短期借入金が１億円減少したことによります。

純資産の合計は41億３百万円（前連結会計年度末比２億４千２百万円減少）となりました。これは主に配当金の

支払４千５百万円と２億７千万円の四半期純損失の計上によります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成26年５月12日公表の通期の業績予想を修正しております。詳しくは平成27年２月６日公表の「平成27年３月

期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 （退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の

決定方法を変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が５百万円増加し、利益剰余金が５百万円

減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,985,787 2,257,833 

受取手形及び売掛金 2,390,763 1,688,826 

有価証券 - 101,374 

商品及び製品 96,702 287,471 

その他 191,616 309,356 

貸倒引当金 △235 △164 

流動資産合計 5,664,633 4,644,698 

固定資産    

有形固定資産 424,182 429,269 

無形固定資産 6,493 8,663 

投資その他の資産    

投資有価証券 612,292 730,392 

その他 204,982 199,993 

投資その他の資産合計 817,275 930,385 

固定資産合計 1,247,950 1,368,318 

資産合計 6,912,584 6,013,017 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,549,003 959,828 

短期借入金 100,000 - 

未払法人税等 23,140 9,430 

前受金 212,528 366,456 

その他 285,877 181,411 

流動負債合計 2,170,549 1,517,127 

固定負債    

退職給付に係る負債 274,918 275,008 

その他 121,245 117,687 

固定負債合計 396,163 392,696 

負債合計 2,566,713 1,909,823 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,426,916 3,426,916 

資本剰余金 615,043 615,043 

利益剰余金 488,535 166,531 

自己株式 △112,127 △112,196 

株主資本合計 4,418,367 4,096,295 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 24,229 54,106 

繰延ヘッジ損益 153 12,184 

土地再評価差額金 △11,613 △11,613 

為替換算調整勘定 △64,814 △37,398 

退職給付に係る調整累計額 △20,451 △10,380 

その他の包括利益累計額合計 △72,496 6,897 

純資産合計 4,345,871 4,103,193 

負債純資産合計 6,912,584 6,013,017 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 5,387,642 4,717,680 

売上原価 4,029,941 3,630,421 

売上総利益 1,357,701 1,087,258 

販売費及び一般管理費    

給料及び賞与 691,384 702,822 

退職給付費用 36,203 33,496 

その他 629,693 627,249 

販売費及び一般管理費合計 1,357,281 1,363,568 

営業利益又は営業損失（△） 419 △276,309 

営業外収益    

受取配当金 1,369 1,318 

受取賃貸料 1,775 1,719 

受取保険金 2,857 - 

関係会社清算分配金 2,208 2,600 

ゴルフ会員権退会益 - 8,800 

その他 1,698 2,561 

営業外収益合計 9,908 16,999 

営業外費用    

支払利息 2,376 436 

支払手数料 2,636 4,759 

為替差損 210 1,511 

その他 748 316 

営業外費用合計 5,971 7,023 

経常利益又は経常損失（△） 4,356 △266,333 

特別利益    

固定資産売却益 1,341 1,612 

投資有価証券売却益 - 3,914 

特別利益合計 1,341 5,527 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
5,697 △260,806 

法人税、住民税及び事業税 10,133 10,160 

法人税等合計 10,133 10,160 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △4,436 △270,966 

四半期純損失（△） △4,436 △270,966 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △4,436 △270,966 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 22,871 29,876 

繰延ヘッジ損益 △58 12,031 

為替換算調整勘定 13,641 27,415 

退職給付に係る調整額 - 10,071 

その他の包括利益合計 36,454 79,394 

四半期包括利益 32,018 △191,572 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 32,018 △191,572 

少数株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

 １.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 調整額 
四半期連結損益
計算書計上額

（注）  
システムソリ 
ューション 

ネットワー
クソリュー
ション 

電子部品及び
機器 

売上高            

外部顧客への売上

高 
2,069,953 948,084 2,369,603 5,387,642 - 5,387,642 

セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

5,772 50,711 1,085 57,570 △57,570 - 

計 2,075,726 998,796 2,370,689 5,445,212 △57,570 5,387,642 

セグメント利益又は

損失(△) 
△40,768 △64,780 105,968 419 - 419 

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

 １.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 調整額 
四半期連結損益
計算書計上額

（注）  
システムソリ 
ューション 

ネットワー
クソリュー
ション 

電子部品及び
機器 

売上高            

外部顧客への売上

高 
1,850,283 543,301 2,324,095 4,717,680 - 4,717,680 

セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

16,867 24,648 923 42,439 △42,439 - 

計 1,867,150 567,950 2,325,019 4,760,120 △42,439 4,717,680 

セグメント利益又は

損失(△) 
△142,654 △221,204 87,549 △276,309 - △276,309 

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

 ２.報告セグメントの変更等に関する事項

 会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務および勤務費用の計算方法を変更

したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務および勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

  なお、当該変更が当第３四半期連結累計期間のセグメント損失に与える影響は軽微であります。
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